






要約：東京女子医科大学母子総合医療センターにおいて管理された極小未熟児(出生体重

1500g 未満)8 例について就学前 6 歳時に発育、発達の評価を行った。体格は、8 例中 7 例

が正常範囲であった。知能検査では、全例 IQ が 85 以上であったが、動作性 IQ(PIQ)が高

く、言語性 IQ(VIQ)との差が著明であった。

なお、神経学的症状については、微細運動障害、不器用、注意欠陥障害が、超未熟児(出

生体重 1000g 未満)において高率に認められた。

今後、特に超未熟児に関して、例数を重ねて就学後の学習障害の評価、その予測に関する

検討の重要性が示唆された。


